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＜病棟連絡事項＞
・庶務よりメールあり。
　ニトリルグローブMサイズの商品が変更になります。
変更前　ニトリルグローブプレミオパウダーフリー Mサイズ (300枚)
↓
変更後　KC100ラベンダーニトリル検査用グローブMサイズ（250枚）
よろしくお願いします。

・家族への返却物(本人の貴重品(特に財布や義歯等)や衣類等)を返した際には、看護記録に残し、病棟スタッフ全員へ報告として飛ばすように周知お願い致します。

・全粥を提供する患者様に関して、栄養スタッフへ相談の上で今後パン・麺禁としてもらう事としている。現在全粥提供されている患者様に関してもパン・麺禁へ変更して頂いている。

＜東病棟入院・入室状況＞
【退院】
・田端　香織様：東病棟Aユニット14号室
【転出】
・大村　アイ様：東病棟Cユニット6号室→南病棟Cユニット202号室

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　徳美様～尿道口から血液混じりの尿漏れあり。カテーテル確認するとワッサー漏れがあり、カテーテルが抜けかけている。主治医へ報告し膀胱留置カテーテル再挿入の指示あり、実施。スムーズに挿入されたが、血液混じりの尿流出を確認している。

・石黒　理一郎様～夜間帯のベッドからの起き上がり、立ち歩き等の危険行動がある。
　　　　　　　　　→夜間体動活発で不穏の際に体幹ベルト着用とし、主治医へ情報提供して指示をもらっている。
　　　　　　　　　→尿意、便意ある際に立ち歩きを行う傾向にある為、時間を決めてトイレ誘導を行う。又、日中はリハビリパンツを使用、夜間のみオムツカバーを使用する事とし、CSセットのオムツプランを②→①へ切り替えてもらう。ご家族にも担当スタッフより連絡してもらう。

・佐藤　留五郎様～9/16夕～　常食(ハーフ食)、粗キザミ、各食メイバランスミニ付き(1-2-1)となっているが、食事の摂取量のアップにはつながらず。栄養スタッフへ相談の上で、本日夕～　硬粥、キザミへ変更とし、9/21(火)まで変更した食事形態で様子を見て、摂取量が上がらないようであれば、補助食品の提供(エプリッチ等)を検討する事としている。

・新山　ヤシヱ様～PSWより下記情報提供あり。
八戸市立市民病院連携室　ナガタ様より連絡があり、ご家族希望の9/27もしくは9/28では予約確定できず、10/7になると連絡がある。11:50予約である為、11:20には初診受付にて受付を済ませてほしいとの事。又、事前に体温を測ってくるようにとの事。一度、予約を確定して頂くが、主治医へも確認し早めの受診が必要であれば再調整の連絡させて頂く事を伝えている。9/27と9/28は予約が出来なかった為、10/7or再調整後の日程でご家族の付き添いが出来ない場合には病棟スタッフ付き添いとなる為、病棟で周知してもらうようにとの事。

・北向　勇治様～排便－8日目。主治医不在の為、田名部Dr.へ報告し、グリセリン浣腸1本処方・施行の指示。浣腸施行している。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。空腹時に頬を叩く自傷行動見られる事あるが、食後には落ち着いている。引き続き早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
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・飯田　修子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開錠しても臥床している事が多く、活動性の低下見られている。不穏・興奮は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・石橋　進様～身体拘束中。食事時は一時拘束解除しホールにて各食全量摂取。服薬拒否無し。再拘束にも拒否無く応じられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～母様とスマホで連絡を取っている模様であり、機嫌良く経過しているが、やや気分高揚さあり。自傷行為や危険行動は無い。

・佐々木　理佳様～深夜帯では退院や就労に関連した訴えが聞かれていたが、訴え傾聴・説明にて了解されている。日勤帯においては上記のような訴えは無く、静穏に過ごされている。

・鈴木　徳美様～バイタル異常無し。介助に対しての易怒性見られているが、拒否・抵抗が強まる事は無く経過。

＜安ヶ平Dr.患者様診察情報＞
・河原木　泰志様～定期薬処方変更無し。

・和田　昌様～定期薬処方変更無し。

・藤井　崇史様～定期薬処方変更無し。

